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R＆K LA Series高周波低雑音増幅器は、全て半導体化された非同調の広帯域増幅器の製品群であります。

GaAsFET化合物半導体でのエンハンスド・モードpHEMT（E-pHEMT）が、低電圧駆動での中電流動作において

『非常に低雑音で低歪みながら中出力電力』を可能ならしめる特徴を最大限有効的に利用した回路方式をとって

おります。　基本的に全ての製品は入出力回路構成をシングルエンド回路としており、非常にシンプルな標準的回路

なので、ご利用になる場合には、別途90度HYBRID合成回路を入出力に配置させて２台の低雑音増幅器回路を

並列動作させる事により、雑音指数性能を確保し更に非常に低い入出力VSWR特性を得て、冗長度のある長期

信頼性を確保した回路を構成する事も可能であります。

仕様項目に関する詳細説明（下記に記載した以外は、全て前項の小信号増幅器説明文を参照して下さい。）

雑音指数とダイナミックレンジに関して

１）雑音指数（NF）XXdB、利得（Gain）YYdB、入出力インピーダンス（Zo）50Ωでの出力雑音電力（Np）dBmの説明。

条件は（k をボルツマン定数、Tは雑音源温度（ °K）、Δf は帯域幅（Hz）、Rはインピーダンス（Ω）とすれば）

等価入力雑音電力（P）W ＝ ４kTΔf であり室温（300°K）の等価入力雑音電力値をdB単位で表した場合

等価入力雑音電力（P）W ＝ －174 dBm ＋ 10log（Δf）＝ －114dBm／MHz（周波数平坦雑音）となります。

この場合、出力雑音電力（Np）dBm ＝（NF）XXdB ＋（Gain）YYdB ＋（－114dBm／MHz）となります。

この出力雑音電力の値が、当該増幅器を用いて増幅する事が出来る信号の最下限の値を意味しており、

この値は本低雑音増幅器シリーズの製品群においては、商業的には理論的限度に近い値を得ております。

２）増幅器の出力信号を最大出力、（この場合は）P＠－１dB利得抑圧出力電力まで出力電力を出した場合は、

上記の第１項の出力雑音電力値と、P＠－１dB利得抑圧出力電力値のレベル差がダイナミックレンジで

（当該増幅器を用いて増幅する事が出来る信号の最下限と最上限の幅を示す）であると言えます。

３）しかし現代のデジタル変調波信号を扱う場合においては、その出力信号において歪み性能を考慮しなければ

なりません。　これは多値のQAM信号を変復調する場合での送信／受信における内部混変調歪みにより

発生したスプリアス信号とのS／N比がベクトル・エラーを発生させる事を軽減したり、或いは電波法の

送信スペクトラム・マスク規制を守る為に、絶対に必要になって来ます。

通常のA級動作増幅器では、搬送波一波のWCDMA信号を隣接搬送波漏洩妨害比≦－50dBcを保って出力C／Nを

得る為には通常では－８dBc～－10dBc程度のバックオフを取って増幅器の動作点を決めなければなりません。

これは表現を変えればデジタル変調波信号では、其の出力電力平均値を－８dBc～－10dBc程度下げて運用

しなければならないと言う事です。　そしてこの事は上記第２項から得られるダイナミックレンジに比較して、

同様に－8dBc～－10dBc程度の信号を扱うレンジが狭くなる事を意味します。
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